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総会・理事会 

構 成 [総会]指定代表者 68 名   [理事会]理事 24 名、監事 2名 

年 度 事 業 計 画 総会及び理事会の開催 

開 催 予 定 [通 常 総 会]年 1 回：6/19  

[通常理事会]年 2 回：5/21、11/26〔臨時理事会〕6/19、3 月(書面) 

実 施 内 容 

 

第 1 回理事会の開催：2026 年 5 月 21 日(木) 対面及び Teams 併用 

会  場：貸会議室 AP 赤坂グリーンクロス『Ｅルーム』 

予定議案： 

<決議事項>  

・2025 年度事業報告及び 2025 年度決算承認 

・2026 年度事業計画及び 2026 年度予算承認 

・規約の変更承認 

・2026 年度表彰者選考承認 

・役員改選に伴う新役員候補者推薦 

・会員入会承認(正会員 1 社)及び退会報告(個人会員 1 名) 

・2026 年度通常総会招集 

<報告事項> 

・職務執行状況報告 

通常総会：2026 年 6 月 19 日(金) 対面開催のみ 

会  場：ホテルグランドアーク半蔵門『富士西の間』 

予定議案： 

<決議事項> 

・2025 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書等承認 

・規約の変更承認 

・役員改選に伴う新役員選任 

<報告事項> 

・2025 年度事業報告 

・2026 年度事業計画 

・2026 年度収支予算 

第１回臨時理事会：2026 年 6 月 19 日(金) 開催予定 

※総会で選任された新理事及び新監事による新体制の理事会として開催 

会  場：ホテルグランドアーク半蔵門『富士西の間』 

予定議案：<決議事項> 会長、副会長、専務理事、常務理事選定 他 

表彰式：2026 年 6 月 19 日(金) 臨時理事会終了後、同会場にて開催 

・第 1 回理事会で承認された CFT 構造賞受賞作品、功労賞対象者を表彰 

30 周年記念式典：2026 年 6 月 19 日(金) 表彰式終了後、同会場にて開催 

・協会新ビジョンの紹介－山田 30 周年記念事業検討部会長 

・記念講演－国土交通省 宿本住宅局長、東京大学大学院 大月教授 

※記念式典終了後、隣接する会場『富士東の間』においてパーティーを開催予定 

第 2 回理事会：2026 年 11 月 26 日(木) 開催予定 

会  場：貸会議室 AP 赤坂グリーンクロス『Ｅルーム』／Teams 併用開催 

予定議案： 

－2－ (一社)新都市ハウジング協会



<決議事項> 

・2026 年度上半期事業報告及び下半期事業計画の件 

・2026 年度上半期貸借対照表及び正味財産増減計算書等の報告並びに下半期 

収支予算の件 

<報告事項> 

・職務執行状況報告 

第 2 回臨時理事会：2027 年 3 月実施予定／(決議の省略の方法) 

実施方法：3月上旬に理事･監事宛に提案書類を送付し、全理事から同意書を、 

全監事から確認書を提出いただき成立させる。 

予定議案： 

<提案事項> 

・2027 年度主要行事予定(案)承認の件 

・2027 年度暫定事業計画案(4-5 月)承認の件 

・2027 年度暫定収支予算案(4-5 月)承認の件 

運営委員会等 

組 織 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運営委員会 （山田委員長：清水建設） 

構 成 委員：正会員(会長･副会長･役員会社)11 社(11 名) 

オブザーバー：国土交通省、住宅金融支援機構、都市再生機構 

年 度 事 業 計 画 ・理事会上程提案事項及びその他共通事項の審議･立案 

・各種委員会等の検討･審議結果並びに総務･人事･財務状況について把握･検討･承認 

開 催 毎月 1 回開催(原則毎月第 1 水曜日)：4/8,5/8 

(予定)6/3,7/8,8/5,9/2,10/7,11/4,12/2,1/6,2/3,3/3 

実 施 内 容 

 

※2026 年度に実施する主な開催回及び特別議案のみ記載 

第 1 回運営委員会：2026 年 4 月 8 日(水) 開催 

・事務局新体制の報告 

・2025 年度第 2 回臨時理事会実施報告 

・運営委員会及び下部組織からの功労賞候補者 5 名の推薦承認 

広 報 部 会 

知 的 財 産 権 部 会 

表 彰 選 考 部 会 

運 営 委 員 会 

ＣＦＴ構造賞選考分科会 

※-1 塗りつぶしの部会及びＷＧは 2026 年 6 月の記念式典を終えて廃止予定 

※-2 ｢情報･担当者連絡会｣は 2026 年 3 月を以て廃止 

※-3 ｢設備システム部会｣は 都市生活システム研究委員会の傘下へ移行 

※-4 ｢中高層木造木質建築検討部会｣は 長寿命建築システム研究委員会の傘下へ移行 

ビ ジ ョ ン 策 定 Ｗ Ｇ 

記 念 誌 発 行 等 Ｗ Ｇ 

Ｈ Ｎ 編 集 分 科 会 
(ハウジングニュース) 

協 会 設 立 3 0 周 年 事 業 検 討 部 会 
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・規定類の廃止承認(CFT 造普及事業の監査規定) 

第 2 回運営委員会：2026 年 5 月 8 日(金) 開催予定 

・2026 年度第 1 回理事会上程議案、議案書(案)の審議及び承認 

・通常総会･臨時理事会、表彰式、30 周年記念式典、パーティー実施内容等の審

議及び承認 

第 8 回運営委員会：2026 年 11 月 4 日(水) 開催予定 

・2026 年度第 2 回理事会上程議案、議案書(案)の審議及び承認 

第 10 回運営委員会：2027 年 1 月 6 日(水) 開催予定 

・2027 年度運営委員会開催日程(案)の承認 

・2027 年度事業計画等策定スケジュールの承認 

第 11 回運営委員会：2027 年 2 月 3 日(水) 開催予定 

・2027 年度協会表彰(功績賞･功労賞)候補者推薦依頼について審議及び承認 

第 12 回運営委員会：2027 年 3 月 3 日(水) 開催予定 

・2026 年度第 2 回臨時理事会上程議案、議案書(案)の審議及び承認 

表彰選考部会（山田部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 5 社(6 名) 

年 度 事 業 計 画 2026 年度 CFT 構造賞、功績賞、功労賞 受賞者の選考 

開 催 年 1 回開催：4/22 

実 施 内 容 ・CFT 構造賞選考分科会及び各委員会委員長(運営、CFT 造普及、都市生活、長寿命)

から推薦のあった候補作品、組織、個人について選考を行い、以下のとおり理事会

に上程した。 

・CFT 構造賞：9 作品(うち普及 2 作品)／功績賞：なし／功労賞：13 名 

・2027 年 2 月の運営委員会に 2027 年度表彰推薦依頼の件を諮り、各委員会委員長へ

「功績賞」及び「功労賞」候補者の推薦依頼を行う。 

 CFT 構造賞選考分科会（今井主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 4 社(5 名) 

年 度 事 業 計 画 2026 年度 CFT 構造賞候補を選出し、表彰選考部会に推薦 

開 催 年 1 回開催：4/2 

実 施 内 容 ・応募作品の中から部会の推薦案を決定し、表彰選考部会へ推薦した。 

・11 月の CFT 造普及委員会にて応募概要案を諮り、12 月中旬に 2027 年度応募概要

を協会 HP に掲載するとともに、会員窓口担当者宛にメールで案内する。 

広報部会（山田部会長：東京ガス） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 2026 年度広報活動全般の企画、実施の確認と承認 

・広報部会の開催 

・アーバン･ハウジング･フォーラムの開催(年 3回程度) 

・調査研究発表会の開催(年 1 回) 

・ＨＮ編集分科会の活動の報告 
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開 催 [広報部会]年 3 回開催：4/24 (予定)7/24,10/16  

[調査研究発表会]年 1 回開催：10/23 

[ｱｰﾊﾞﾝ･ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ･ﾌｫｰﾗﾑ]年 3 回程度開催

実 施 内 容 [広報部会] 

第 1 回：2026 年 4 月 24 日(金)開催 

・2025 年度事業報告及び 2026 年度事業計画の承認

・2026 年度活動計画について

・新都市ハウジングニュースの状況報告

・アーバン･ハウジング･フォーラムの開催方針の討議

第 2 回：2026 年 7 月 24 日(金) 開催予定 

・新都市ハウジングニュースの状況報告

・調査研究発表会開催計画の討議

第 3 回：2026 年 10 月 16 日(金) 開催予定 

・2026 年度上半期事業報告及び下半期事業計画の承認

・新都市ハウジングニュースの状況報告

・調査研究発表会開催計画の詳細確認

[調査研究発表会] 

開催日：2026 年 10 月 23 日(金)／Teams 併用開催 

会 場：貸会議室『AP 赤坂グリーンクロス』 

内 容：講演者、プログラム等の検討、承認 

[アーバン･ハウジング･フォーラム]

・開催時期、方針、テーマ(講師)案について討議、計画立案

ハウジングニュース編集分科会 （荒城主査：鹿島建設）

構 成 委員：正会員 9 社(9 名) 

年 度 事 業 計 画 新都市ハウジングニュースの企画･編集･発行（本年度に限り 3 回発行） 

分 科 会 開 催 原則月１回開催：4/24 

(予定)5/22,6/26,7/24,8/21,9/18,10/16,11/20,12/18,1/22,2/19,3/19 

実 施 内 容 Vol.120－2026 春･夏合併号：2026 年 6 月 19 日発行予定 

テーマ『協会設立 30 周年記念誌』

Vol.121－2026 秋号：2026 年 10 月下旬発行予定 

テーマ『(仮)地方創生 ―これからのまちづくり―』

Vol.122－2027 冬号：2027 年 1 月下旬発行予定 

テーマ『協会活動報告』

知的財産権部会 （山川部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 ・当協会の調査研究活動に伴う知的財産権に関して、具体的案件が発生した場合の

対応･手続きについて必要な助言（適宜）

・知的財産権に関わる判例･論考等の輪講

部 会 開 催 年 4 回程度開催：6 月,9 月,12 月,3 月 

－5－ (一社)新都市ハウジング協会



実 施 内 容 テーマ：『知的財産権に関わる判例･論考等の輪講』

～新都市ハウジング協会の活動で生じ得る知的財産権に関するもの～ 

主 旨：部会メンバーが各自個別テーマを持ち寄り、討議を通して全メンバーの 

レベルアップと｢知｣の共有化を図る。

協会設立 30 周年事業検討部会 （山田部会長：清水建設） 

構 成 委員：正会員 13 社(17 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 記念行事の主要事項に関する企画、ＷＧ報告、情報･意見交換、全体予算検討等 

・6 月の記念式典開催を以って活動を終了し、部会を廃止する。

部 会 開 催 適宜開催 

ビジョン策定ＷＧ （山田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 6 社(6 名) 

年 度 事 業 計 画 新中長期ビジョン案の作成 

・6 月の記念式典開催を以ってＷＧを廃止する。

Ｗ Ｇ 開 催 ＷＧの開催はなし 

記念誌発行等ＷＧ （山田主査：東京ガス） 

構 成 委員：正会員 5 社(8 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 30 周年記念誌の編集、発行 

・4 月に校了。6 月の記念誌発行を以って活動を終了し、ＷＧを廃止する。

Ｗ Ｇ 開 催 ＷＧの開催はなし 
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ＣＦＴ造普及委員会等

組 識

ＣＦＴ造普及委員会 （中尾委員長：日本設計） 

構 成 委員：正会員 4 社(8 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造の普及･技術指導･研究開発事業の展開を図る。 

１．CFT 造の普及事業 

（1）施工技術習得指導の実施 (CFT 造技術普及部会)

（2）施工管理技術者認定試験及び更新講習の実施

(CFT 造施工部会、CFT 造施工管理技術者制度部会) 

（3）施工管理技術者制度及び施工技術ランク制度のフォロー

(CFT 造施工部会、CFT 造技術普及部会） 

（4）技術基準･技術指針等の改訂

(CFT 造技術基準部会、CFT 造施工部会、CFT 造耐火設計部会) 

（5）設計･施工技術者への参考資料の提供

(CFT 造技術基準部会、CFT 造施工部会、CFT 造耐火設計部会) 

（6）CFT 造建物の普及状況の調査 (CFT 造建物実績調査アンケートの実施)

（7）CFT 造に係る制度の整備･改善の検討

（8）行政、確認検査機関等との連携の検討

（9）CFT 造技術の海外展開の検討（CFT 造技術普及部会）

２．CFT 造の技術指導事業 

（1）指針適合の技術指導 (CFT 造指針適合部会）

（2）施工計画の技術指導 (CFT 造施工部会）

（3）耐火設計の技術指導 (CFT 造耐火設計部会）

３．CFT 造関連の研究開発事業 (CFT 造研究開発部会) 

（1）必要な開発課題の抽出

（2）研究会の編成と柔軟な研究開発の推進

（3）研究開発成果の事業への反映

Ｃ Ｆ Ｔ 造 指 針 適 合 部 会 

ＣＦＴ造施工管理技術者制度部会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 耐 火 設 計 部 会

Ｃ Ｆ Ｔ 造 施 工 部 会

Ｃ Ｆ Ｔ 造 技 術 普 及 部 会

Ｃ Ｆ Ｔ 造 研 究 開 発 部 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 普 及 委 員 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 技 術 基 準 部 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 国 際 普 及 分 科 会 

Ｃ Ｆ Ｔ 造 構 造 設 計 法 分 科 会

Ｃ Ｆ Ｔ 造 耐 火 設 計 法 分 科 会
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委 員 会 開 催 毎月 1 回開催(原則第 2水曜日)： 

(予定)4/7,5/13,6/10,7/15,8/19,9/16,10/14,11/11,12/9,1/13,2/10,3/10 

ＣＦＴ造指針適合部会 （鈴木部会長：鹿島建設） 

構 成 委員：正会員 2 社(4 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術指針に基づき設計された CFT 造柱及び関連部位について技術指導を行う。 

・申請建物の指針適合技術指導の実施、普及委員会への報告

部 会 開 催 適宜開催 

ＣＦＴ造耐火設計部会 （丹羽部会長：大林組） 

構 成 委員：正会員 11 社(12 名)、オブザーバー：4 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造耐火設計指針に基づき設計された CFT 造柱及び関連部位について技術指導を 

行う。また、CFT 造耐火設計関連技術資料を継続的に整備する。 

・申請建物の耐火設計に関する技術指導及び普及委員会への報告

・「CFT 造耐火設計指針」のフォロー･整備

・普及のための技術資料の整備

部 会 開 催 適宜開催 技術指導の発生時及び CFT 造耐火設計法分科会と同時開催 

ＣＦＴ造施工部会 （淺岡部会長：鹿島建設） 

構 成 委員：正会員 11 社(12 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術指針に基づき作成された施工計画書の技術指導及び CFT 造施工管理技術者

への技術講習を行う。また、CFT 造施工関連の制度のフォロー･整備及び技術資料の 

整備を継続的に実施する。 

・申請建物の施工計画に関する技術指導、普及委員会への報告

・施工管理技術者制度･施工ランク制度のフォロー･整備

・講習会の開催

（1）施工管理技術者更新講習（7/9,23 予定 開催地：東京）

（2）施工管理技術者認定試験における試験前講習（10/5 予定 開催地：東京）

・CFT 造技術指針等のフォロー･整備･改訂

・普及のための技術資料の整備

部 会 開 催 毎月 2 回開催(原則第 2月曜日、第 4 木曜日)：4/6,4/23, 

(予定)5/11,5/28,6/8,6/25,7/13,7/30,8/27,9/7,9/24,10/13,10/29,11/9,11/26, 

12/14,1/12,1/28,2/8,2/25,3/8,3/25 

ＣＦＴ造施工管理技術者制度部会 （中村部会長：大成建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(7 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造施工管理技術者認定試験を実施する。(資格登録のための認定試験の実施) 

・試験問題の作成及び認定試験の準備

・認定試験の実施(10/5 予定 東京)

・答案の採点、合格点及び合格者数を決定し、普及委員会へ報告

部 会 開 催 年間 11 回開催(認定試験立ち合い 10/5 を含む）：3/30,4/17, 

(予定)5/15,6/12,7/10,7/31,8/28,10/5,10/9,10/19,10/30 
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ＣＦＴ造技術普及部会 （神代部会長：大林組） 

構 成 委員：正会員 3 社(3 名)、個人会員 1 名 

年 度 事 業 計 画 建設業者に対して施工技術習得指導を実施する。 

・未経験企業等に対する CFT 造施工技術の習得指導 

・技術ランクに応じた CFT 造施工技術の習得指導 

部 会 開 催 指導進捗･相談に応じて適宜開催 

 ＣＦＴ造国際普及分科会 （香田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 6 社(7 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造技術の海外展開を検討する。 

・ISO 規準化への対応 

分 科 会 開 催 適宜開催 

ＣＦＴ造技術基準部会 （出雲部会長：大成建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(9 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造関連技術資料を継続的に整備する。 

・CFT 造関連技術資料の運用・整備・改訂 

・「コンクリート充填鋼管（CFT）造 技術基準･同解説」（通称クリーム本）の改訂 

・普及のための技術資料の整備 

部 会 開 催 年 6 回程度開催：4/10  

ＣＦＴ造研究開発部会 （平田部会長：大林組） 

構 成 委員：正会員 2 社(2 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造構造設計法分科会、CFT 造耐火設計法分科会の目標並びに進捗を確認する。 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

・研究開発成果の活用 

部 会 開 催 年 4 回程度開催：（予定）5/12 

 ＣＦＴ造構造設計法分科会 （平田主査：大林組） 

構 成 委員：正会員 14 社(15 名) 

年 度 事 業 計 画 CFT 造に係わる研究開発を実施し、技術指針等への展開を図る。 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

分 科 会 開 催 年 8 回程度開催：(予定)6/5 

 ＣＦＴ造耐火設計法分科会 （西村主査：竹中工務店） 

構 成 委員：正会員 15 社(18 名)、オブザーバー：4 名 

年 度 事 業 計 画 CFT 造に係わる研究開発を実施し、技術指針等への展開を図る。 

・CFT 造に係わる研究開発課題の抽出 

・CFT 造に係わる研究開発の推進 

分 科 会 開 催 年 5 回程度開催：(予定)6/3 
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 都市生活システム研究委員会等 

組 織  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市生活システム研究委員会 （井上委員長：竹中工務店） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 環境にやさしく安全で魅力的な都市型集合住宅の実現に資する調査研究を通して、 

21 世紀における良好な都市居住環境の形成を促進する。 

・都市居住関連調査研究の推進 

・調査研究成果の普及･PR の推進 

・今後の新規テーマの検討 

委 員 会 開 催 年 4 回開催(原則第 3 木曜日）：4/16 (予定) 7/16,10/15,1/21 

マンションＬＣＰ部会 （村田部会長：清水建設） 

構 成 
委員：正会員 2 社(2 名)、賛助会員 1 社(1 名)、個人会員 1名、学識経験者等 1 名 

オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 ・マンション LCP に関する社会動向等の調査研究 

・自治体の LCP に関する制度･施策等の調査 

・LCP マンション先進事例、企業の LCP 支援の先進事例等の調査 

・地震、風水害等での LCP 対応事例等の調査 

・生活継続力評価 Web システム「LCP50＋50」の普及･PR 

部 会 開 催 年 5 回程度開催：(予定)5/18 

次世代住空間部会 （小野澤部会長：三井住友建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(8 名) 

年 度 事 業 計 画 ・次世代の集合住宅のモデルとなる先進事例の調査研究(視察、文献調査等) 

・CLT 等の木造木質化、コミュニティの活性化、スマートシティ、グッドデザイン

賞、等の動向調査を継続 

・注目物件の情報を収集し、調査研究後に見学会を開催 

・見学会の報告書を協会ホームページに公開して情報共有 

部 会 開 催 毎月 1 回開催：4/6 

(予定) 5/11,6/1,7/6,8/3,9/7,10/19,11/9,12/7,1/18,2/1,3/1 

  

設 備 シ ス テ ム 部 会 

マ ン シ ョ ン Ｌ Ｃ Ｐ 部 会 

次 世 代 住 空 間 部 会 

都 市 型 住 宅 部 会 

都 市 生 活 シ ス テ ム 研 究 委 員 会 

－10－ (一社)新都市ハウジング協会



都市型住宅部会 （瀬口部会長：大和ハウス工業） 

構 成 委員：正会員 10 社(10 名)、オブザーバー：1 名 

年 度 事 業 計 画 ・継続する活動テーマ「超高層住宅関連の技術」のまとめ 

・各社の保有する技術についての内容やデータ等の整理 

部 会 開 催 毎月 1 回開催：4/9 

(予定)5/14, 6/11,7/9,8/6,9/10,10/8,11/12,12/10,1/14,2/18,3/11 

 設備システム部会 （杉岡部会長：大阪ガス） 

構 成 委員：正会員 6 社(6 名)、オブザーバー：１名 

年 度 事 業 計 画 ・良好な都市居住環境に資する建築設備･施設･内外装等に関し、見学会を企画し、

見学会を通じて情報収集と発信を行う。 

・見学内容に関連する委員会等への案内を行い、得られた情報を委員会等の活動に

活かす。 

部 会 開 催 年 3 回開催程度開催：4/13 （予定）9 月、2 月 
 

－11－ (一社)新都市ハウジング協会



長寿命建築システム研究委員会等 

組 織 
 
 
 
 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 

 

 

長寿命建築システム研究委員会 （川崎委員長：市浦ハウジング＆プランニング） 

構 成 委員：正会員 7 社(9 名)、賛助会員１社(1 名）、個人会員 2名 

年 度 事 業 計 画 当協会のこれまでの研究成果を活用し、「建築の長寿命化」という観点で、長期優良

住宅等の長寿命建築に関わる技術基盤整備と普及促進に向けた新たなタスクフォー

ス研究を設定して取り組む。 

・各部会･ＷＧの 2026 年度事業計画及び事業報告の承認 

・採択国庫補助事業の確認･検討 

・当委員会関連活動の普及推進に関する検討 

・協会関連活動の報告 

・次年度以降の部会･各ＷＧの活動における提案 

委 員 会 開 催 年 4 回開催：(予定)6/30,10/22,2/12,3/25 

長期優良住宅等検討部会 （瀬口部会長：大和ハウス工業） 

構 成 

 

委  員：正会員 18 社(18 名)、賛助会員 1 社（1 名） 

オブザーバー：4 名（国土交通省、都市再生機構、住宅金融支援機構） 

協力委員：1名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 ｢長期優良住宅｣等の関連施策に対応し､協会としてこれまで蓄積した建築･住宅の長寿

命化に関する技術･知見を活用し､長寿命集合住宅の普及促進と進化向上を目的とする

調査研究を行う。 

・国土交通省住宅関連施策動向の調査 

・長期優良住宅の認定要件･技術基準の見直しへの検討 

・長期優良住宅認定物件(マンション)の情報収集 

部 会 開 催 年 4 回程度開催：第 1回 4～5 月（書面開催） 

長 期 優 良 住 宅 等 検 討 部 会 

長寿命建築システム研究委員会 

中 高 層 木 造 木 質 建 築 検 討 部 会 

技 術 イ ン フ ラ Ｗ Ｇ 

超 高 層 住 宅 長 寿 命 化 Ｗ Ｇ 

木 質 ハ イ ブ リ ッ ド Ｗ Ｇ 

住 棟 イ ン フ ラ Ｗ Ｇ 

◎ 

耐震性能に基づく性能表示検討ＷＧ 

※-1 ◎は これまで有期としていたものを常置にすることとし 運営委員会の傘下から移行 

※-2 網掛けは 2026 年度からの新規組織 
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中高層木造木質建築検討部会（五十田部会長：京都大学 教授） 

構 成 委員：正会員 14 社(16 名)、学識経験者 1 名 

年 度 事 業 計 画 『都市居住環境に木質材料の利用を促進するための研究開発』を実施する。 

【採択事業】5/7 付応募済 

・林野庁関連補助事業『CLT 建築実証支援事業のうち CLT 等木質建築部材技術開発･普

及事業』 

・「RC 架構＋木造木質壁･床の木造建築モデル｣について具体的な内容を検討、技術開発

すべき課題を抽出 

・中高層建築物への木造木質材料利用を促進するための産官学研究協力体制や、法令改

正に向けた技術的･社会システム的な協調領域における共通課題の検討を継続実施 

部 会 開 催 年 6 回程度開催 

住棟インフラＷＧ（荒井主査：市浦ハウジング＆プランニング） 

構 成 委員：正会員 6 社(8 名)、個人会員 1 名、 

オブザーバー：１名 

年 度 事 業 計 画 ・今後の住棟インフラの整備･改修に向けた改修事典の更新、改修マネジメントの取り

組みや仕組み、及び区分所有法の改正等を踏まえた新たな改修ビジネスの構築を目指

すことを目標に、取り組むべき事項の整理 

Ｗ Ｇ 開 催 年 6 回程度開催 

技術インフラＷＧ （山﨑主査：国際建設技術情報研究所） 

構 成 委員：正会員 8 社(8 名)、個人会員 1 名 

オブザーバー：2 名 

年 度 事 業 計 画 『既存高層･超高層共同住宅をモデルとした省エネ･省 CO2･サーキュラーエコノミー

対応の総合的な改修方法および評価方法の検討』を実施する。 

【採択事業】4/14 付 不採択通知受領 

・令和 8 年度補助事業(住宅･建築物カーボンニュートラル総合推進事業(うち、住宅･

建築物ＣＮ総合推進事業に係る調査、普及･広報を行う事業） 

該当事業内容：日本の住文化の再発見や伝統産業の振興、地域の活性化を図るため

の、和の住まいを現代の住まいづくりに取り入れることに関する普及･広報 

・前年度活動成果の普及計画の検討 

Ｗ Ｇ 開 催 年 6 回開催：（予定）5/19 ,7/14 ,9/15 ,11/17 ,1/19 ,3/16 

超高層住宅長寿命化ＷＧ（齋藤主査：住総研） 

構 成 委員：正会員 3 社（4 名）、賛助会員１社（１名）、個人会員 3 名 

オブザーバー：14 名（学識経験者等） 

協力委員：1名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 ・「設計者や施工者の違い、及び法規制や社会情勢の変化や技術の変化に伴い建物の

仕様等が、それぞれで異なる既存の超高層集合住宅に対応する設計改修手法･更新

設備を分類･整理し、超高層集合住宅における長寿命化改修の課題を抽出し、改修

に資する技術と対応策について提言する」テーマについて継続する。 

・2025 年作成の長期修繕計画チェックリストの取り扱いについて協議(上期) 

・2025 年度に引き続き、2026 年度補助事業の公募内容の確認･検討、当部会活動に

適合した場合は、申請書類の作成･提出 
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・2025 年度成果、長期修繕計画チェックリスト案、既存高層住宅マンションストック

長寿命化補助事業等の建築学会発表 

・超高層集合住宅関連データ整備の推進 

Ｗ Ｇ 開 催 月 1 回開催：(予定)5/20,6/17,7/22,8/19,9/16,10/21,11/18,12/16,1/20,2/17,3/17 

木質ハイブリッドＷＧ （増田主査：清水建設） 

構 成 委員：正会員 7 社(12 名) 

オブザーバー：3 名(学識経験者他） 

協力委員：1名（国土技術政策総合研究所） 

年 度 事 業 計 画 中大規模建築物等における木材の活用促進を目的とした「定尺寸法の木材を用いた中高

層ハイブリッド架構システムの開発及び普及事業」を実施する。 

【採択事業】4/9 付で採択(補助金額 2,000 万円) 

『令和 8 年度カーボンニュートラルの実現に向けた住宅･建築物の体制整備事業

(定尺寸法の木材を用いた中高層ハイブリッド架構システムの開発及び普及事

業)』 

・屋外暴露木材を用いた重ね梁の構造検証 

・PCa 仕口部と木柱および重ね梁の十字型接合部の構造性能検証 

・モデルプランの試設計 

・設計者を対象とした「設計ガイドライン」の一部作成 

・成果の周知 

Ｗ Ｇ 開 催 年 6 回程度開催：4/20  

耐震性能に基づく性能表示検討ＷＧ（楠主査：東京大学地震研究所 教授） 

構 成 委員：正会員 1 社(1 名)、学識経験者等 9 名(建築研究所他) 

オブザーバー：4 名(国土交通省) 

協力委員：3名(国土技術政策総合研究所) 

年 度 事 業 計 画 『応答に基づく損傷制御性等の評価手法技術の構築とその普及の検討、及び地震後継続

使用性能の評価基準整備に資する検討』を事業名として活動する。 

【採択事業】3/31 付で採択通知受領(補助金額 4,500 万円) 

基整促Ｍ13『令和 8 年度大規模地震発生後の RC 造共同住宅の継続使用性評価手法

に関する検討』 

・地震時の部材の損傷低減に効果のある新技術を対象に構造実験を実施することで、

当該技術を使用したときの建築物の応答に基づく損傷制御性等の有効性を検証し、

評価方法を構築する。 

・上記の結果に基づき、評価方法基準等への地震後継続使用性能の評価基準の整備に

資する技術資料をまとめる。 

<ＷＧ１> 

・北側構面の方立壁の仕様等の方針決定とＷＧ２への実験計画の提案 

<ＷＧ２> 

・ＷＧ1 の提案に基づく実験計画の実施 

・既往のデータベースにないものの実験を行うことと、北側構面が剛になった時に

十分な構造耐力が出るかの検証 

<ＷＧ３> 

・Web プログラム(応答評価･損傷評価･安全限界点(曲げ降伏後のせん断破壊)の 

評価)の開発･検討 
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<ＷＧ４> 

・損傷評価と復旧時間の継続検討実施と技術的知見の収集･整理 

(※総プロとの連携) 

<ＷＧ５> 

・技術資料取りまとめ 

部 会 開 催 年３回程度開催：（予定）7 月,11 月,2 月 
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